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● CT装置が新しくなりました

CT装置が新しくなりました

検査申し込み 各種検査のお申込みは、FAXにて受け付けております。

院内の雰囲気や医療スタッフの取り組み、イベントのご案内等、患者さんに役立つ情報を
発信してまいります。ぜひフォローいただき、岡崎医療センターを身近に感じてください。

開設のお知らせ!
岡崎医療センター公式

本年5月、当院に2台あるCT装置のうちの1台を新規装置にリプレイス
しました。これにより人工知能を用いた新しい画像再構成技術
（AiCE・PIQE）が使用可能となりました。従来ご依頼いただいていた
CT画像について、解像度向上により細かな部分の観察が可能になる
ことや、画像上のノイズ低減によって正常組織と腫瘍の識別がこれ
まで以上に明瞭になります。患者さんへの被ばく低減を図りつつ、
ご依頼いただく先生方により有益なCT画像を提供できるように努め
てまいります。

①ファクシミリ検査申込書と診療情報提供書を併せて、医療連携室へFAX送信ください。
②お申し込み後、当院にて予約調整をして、予約票（紹介患者様用）のFAXを返信いたします。

申し込み方法

頸部CT胸部CT

AiCE PIQEAiCE PIQE

検査一覧 CT検査（単純CT）

部位

頭部、頚部、胸部、脊椎、上腹部、
全腹部、骨盤、上肢、下肢
※原則、一部位の検査です。
　胸部～骨盤部の検査については、ご相談ください。

MRI検査（単純MRI）

頭部、頚椎、腰椎、
前立腺、聴神経
※「聴神経」は2026年9月1日より予約を開始いたします。
※原則、一部位の検査です。体内に医療機器が
　ある場合、お断りさせていただく場合がございます。

骨密度検査（DEXA）

腰椎、右股関節、
左股関節
※複数部位の検査可能です。
　前回検査日から4か月は空けてください。

左から間宮医師、前田医師、吉岡准教授、渡医師、髙津医師

詳しくはこちら
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耳鼻咽喉科の診療範囲は広く、耳・鼻・咽喉頭・気管食道、さらに頭頸部外科や平衡機能障害まで、急性・慢性、良性・悪性を問わず幅広く
扱います。外科的でありながら機能を守り、感覚器を通じて患者さんのQOLや人生に深く寄り添う領域です。専門性が高く、時に緊急を
要するなど、ご対応に迷われることもあるかと存じます。かつては職人芸と称された当科ですが、近年はガイドラインやエビデンスに基づく
医療が整えられてきました。地域に根ざした藤田医科大学病院として皆様と手を携え、正確、かつ優しく温かな医療をお届けしてまいります。

当科領域のことでご対応にお困りの際は、どうぞお気軽に患者さんをご紹介ください。日常診療から緊急
手術まで、可能な限り速やかに対応いたします。当科は積極的な病診連携を大切にし、皆様と共に地域の
患者さんを支えてまいりたいと考えています。また、当院での対応が難しい症例につきましても、高次医療機関である
藤田医科大学病院と柔軟に連携し、責任をもって橋渡しいたします。今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。

医療機関の皆さまへメッセージ

鼻の病気は、アレルギー性鼻炎などの一般的な疾患が中心である一方、保存
的治療では改善しない強い鼻閉は、睡眠障害や心不全など内科的病態の
背景としても重要で、手術を含めた加療を要します。また副鼻腔炎も重要で、
従来の感染性に加え、近年はtype2炎症によるものが増加しています。眼窩・
頭蓋内合併症の回避に加え、one airway, one diseaseの観点から気道
疾患としての対応が求められます。

鼻領域について

鼻領域

難聴には加齢性難聴のほかにも多彩な疾患が潜み、突発性難聴など速やかな
対応を要するものもあります。自覚されぬまま進行することも多く、認知症や抑うつ
の要因となるため、国も対策を進めています。側頭骨を徐々に侵し、重大な問題を
起こす真珠腫性中耳炎も見逃せません。当科は補聴器相談医・適合判定医
2名、耳科学会認定医を擁し、補聴器適合から鼓室形成術まで担う施設として、
難聴・中耳疾患に専門的に対応します。

真珠腫性中耳炎などの手術を要する中耳疾患は、従来耳後部を切開し骨を削って顕微鏡下に行うのが一般的でした。
近年、外耳道から内視鏡を挿入し、切開や骨削除を最小限に抑えるTEES（経外耳道的内視鏡下耳科手術）が発達して
います。死角の少ない視野で低侵襲に病変へアプローチでき、術後の負担も軽減されます。2022年から施設基準を満たす
認可施設で算定可能となりました。病態に応じて当院でも実施しています。

術式（経外耳道的内視鏡下耳科手術［TEES］）

耳領域について

耳領域

吉岡 哲志 准教授

藤田医科大学 医学部 
耳鼻咽喉科・頭頸部外科学 

● 略歴
２０００年 藤田保健衛生大学病院 研修医
２００６年 藤田保健衛生大学 医学部 耳鼻咽喉科 助手
２００７年 藤田保健衛生大学 医学部 耳鼻咽喉科 助教
２０１１年 藤田保健衛生大学 医学部 耳鼻咽喉科 講師
２０２１年 藤田医科大学 医学部 耳鼻咽喉科・頭頸部外科学 臨床准教授
２０２４年 岡崎医療センター 耳鼻いんこう科 （准教授）

● 2025年実績  ◯耳科領域／191件 ◯鼻・副鼻腔領域／375件 ◯口腔・咽頭領域／234件 ◯咽頭・気管領域／26件 ◯甲状腺領域／40件 ◯頭頸部領域／36件

耳鼻いんこう科のご紹介

鼻閉について 副鼻腔炎について

よくある症状（お困りごと）の例よくある症状（お困りごと）の例

手術について

当院の精査フロー 当院の精査フロー

慢性的な鼻閉、睡眠障害、OSAS（閉塞性睡眠時無
呼吸症候群）などのQOL低下の原因に成り得る症状。

鼻閉は単なる不快症状ではなく、睡眠障害や心
不全など、全身状態にも関わる重要な病態です。

難治性・特異例を見落とさず精査し、必要な手術と連
携治療まで担います。

鼻中隔矯正術や下鼻甲介手術について
鼻閉をきたす鼻中隔弯曲症や肥厚性鼻炎には手術が有
効です。従来は矯正困難であった部位にも、専門性の高
い前弯矯正術で対応し、鼻炎症状に関与する神経を遮
断する後鼻神経切断術も行います。

副鼻腔炎は、病変を確実に除去して機能を回復させ、再発を防
ぐ拡大副鼻腔手術を実施しますが、当院では、より広範に切除
するV型手術の実施施設にも認可されています。重症例では、
呼吸器内科と連携し、分子標的薬治療の適応判断と導入も行
います。

保存的治療（抗菌薬・局所治療など）で改善しない場合に
精密検査と外科的治療、さらに内科的連携を行います。

STEP 01｜原因精査

まず病態に応じた保存的治療（点鼻薬・内服薬
等）を優先して実施します。

STEP 02｜保存的治療

改善が不十分な場合、鼻中隔矯正術や下鼻
甲介手術を実施します。難治性の前弯矯正や
後鼻神経切断術にも対応可能な体制を整えて
います。

STEP 03｜観血的治療（手術）

鼻中隔弯曲、肥厚性鼻炎、アレルギー性鼻炎な
どの病態を的確に評価します。

まず抗菌薬や局所治療を行っても改善が見られない
場合に対応します。

STEP 01｜保存的治療

難治例、真菌症、腫瘍性病変、重症炎症が疑われる
場合など。

STEP 02｜精査が必要な場合

内視鏡下に確実に病変を除去し、副鼻腔を開放して
機能を回復させ、再発を防ぎます。

STEP 03｜外科治療（手術）

近年増加しているType2炎症を伴う重症例などは、
呼吸器内科等の関連内科と連携し、分子標的薬の
適応判断や導入を含めた集学的治療を行います。

STEP 04｜連携治療（集学的治療）

外来医師担当表耳鼻いんこう科HP

顕微鏡下手術 経外耳道的内視鏡下耳科手術（TEES）

TEESの図

専門医 日本耳鼻咽喉科学会 耳鼻咽喉科専門医


